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凡
例
　

時
＝
日
時
　

所
＝
場
所
　

容
＝
内
容
　

対
＝
対
象
　

条
＝
条
件
　

員
＝
定
員
　

数
＝
数
量
　

額
＝
支
給
・
助
成
額
な
ど
　

料
＝
料
金

　
　
　

募
＝
募
集
期
間
・
方
法
　

受
＝
受
付
　

持
＝
持
参
す
る
も
の
　

問
＝
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
社
会
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

	

０
８
５
７-

20-

３
４
５
７
（
①
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３
（
②
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９
（
③
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

12
ペ
ー
ジ
）

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（

 

12
ペ
ー
ジ
）

【
①
高
齢
者
へ
の
日
常
生
活
用
具
購
入
費
助
成
】

容
次
の
３
つ
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
人

に
対
し
、
安
全
に
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
生
活
用
具
を
購
入
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
。 

対
▽
対
象
者
：
●
お
お
む
ね
65

歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者　

●
認

知
症
ま
た
は
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
防
火

な
ど
へ
の
配
慮
が
必
要
な
人　

●
市
民
税
が

非
課
税
の
世
帯　

▽
対
象
品
目
：
電
磁
調
理

器
（
１
台
）、
自
動
消
火
器
（
２
台
ま
で
）

の
ど
ち
ら
か
１
品
目　

額
電
磁
調
理
器
（
助

成
対
象
額
３
万
円
ま
で
）、自
動
消
火
器
（
助

成
対
象
額
２
万
円
ま
で
）
の
助
成
対
象
額
の

う
ち
、
10
分
の
９
に
相
当
す
る
額　

※
申
請

に
は
印
鑑
と
領
収
書
（
購
入
日
、
対
象
者
お

よ
び
販
売
店
舗
名
の
記
入
さ
れ
た
も
の
）
が

必
要
。

【
②
介
護
予
防
運
動
教
室
等
登
録
事
業
者
募
集
】

容
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を

目
的
に
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
通
い
の
運
動

教
室
や
集
い
の
場
へ
の
参
加
を
通
じ
て
交
流

を
行
う
サ
ロ
ン
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。 

※
登
録
の
内
容
は
、
審
査
後
に
本
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。 

募
電
話
に

て
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

【
③
認
知
症
介
護
家
族
の
集
い
】

時
9
月
14
日
（
金
）
10:

00
〜
12:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
（
富
安
二
丁
目
）　

容
認
知
症
の
問
題
や
介
護
の
悩
み
な
ど
の

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
交
流
を
す
る
場　

料
無
料

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
次
の
各
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け

て
い
ま
す
。

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
鳥
取
県
支
部
）

　

毎
週
月
〜
金　

10:

00
〜
18:

00

	

０
８
５
９-

37-

６
６
１
１

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
渡
辺
病
院
）

	

０
８
５
７-

39-

１
１
５
１

家
族
介
護
者
の
集
い　
　
　
　
　

｢

ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル｣

時
９
月
19
日
（
水
）
10:

00
～
12:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

（
富
安
二
丁
目
）　

対
家
族
介
護
者
ま
た
は

介
護
に
関
心
の
あ
る
人　

容
「
人
生
の
最

後
に
関
す
る
書
物
の
紹
介
」　

料
２
０
０
円　

募
９
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

先
ま
で

問	

ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
長
寿

社
会
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

障
が
い
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
障
が
い
者
（
児
）
へ
の
補
装
具
の
購
入
・

借
受
け
・
修
理
費
助
成
】

容
体
の
障
が
い
を
補
う
た
め
の
盲
人
安
全

杖
、
義
眼
、
義
手
、
義
足
、
車
椅
子
な
ど
の

補
装
具
の
購
入
・
修
理
費
用　

対
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
、
難
病
な
ど
の
診

断
を
受
け
て
い
る
人　

額
判
定
さ
れ
た
補

装
具
の
購
入
・
修
理
に
か
か
る
基
準
額
の
９

割
を
助
成　

※
所
得
に
応
じ
て
負
担
上
限
額

あ
り

	
０
８
５
７-

20-

３
４
７
５

	
０
８
５
７-

20-

３
４
０
６

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

12
ペ
ー
ジ
）

【
障
が
い
者
（
児
）
へ
の
日
常
生
活
用
具
の

購
入
費
助
成
】

容
在
宅
で
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

し
、
安
全
に
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
盲
人

用
時
計
・
特
殊
マ
ッ
ト
な
ど
の
生
活
用
具
の

購
入
費
用
を
助
成　

※
障
が
い
の
種
類
・
等

級
に
よ
り
、
給
付
で
き
る
品
目
は
限
ら
れ
ま

す
。 

額
購
入
額
の
10
分
の
９
を
助
成

※
基
準
額
を
超
え
た
部
分
は
自
己
負
担

	

０
８
５
７-

20-

３
４
７
４

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
６

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

12
ペ
ー
ジ
）

【
法
定
後
見
の
市
長
申
立
】

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が

い
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
の
権
利
を
守
る
た
め
、
親
族
な

ど
の
申
立
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
選
任
す
る

後
見
人
な
ど
が
、
預
貯
金
の
管
理
や
日
常
の

契
約
行
為
な
ど
を
本
人
に
代
わ
っ
て
行
う
制

度
で
す
。
親
族
な
ど
に
よ
る
支
援
が
で
き
な

い
人
や
身
寄
り
の
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
市

長
が
申
立
を
行
い
ま
す
。

	

０
８
５
７-

20-

３
４
７
４

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
６

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（

 

12
ペ
ー
ジ
）

秋
の
砂
丘
一
斉
清
掃

時
9
月
９
日
（
日
）
9:

15
〜
10:

30

※
荒
天
中
止
。
実
施
の
有
無
は
、
当
日

7:

00
に
本
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

※
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
乗
り
合
わ

せ
や
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
な
ど
、
台
数

削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
集
合
場
所
：
砂
丘
市
営
駐
車
場
奥
砂
丘

入
口
（
木
製
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
）
ま
た

は
オ
ア
シ
ス
広
場

問	

鳥
取
砂
丘
美
化
運
動
協
議
会
（
協
働
推

進
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

	

０
８
５
７-

21-

１
５
９
４

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 　
　

 

９
月
21
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
）

つ
く
ろ
う
よ　

事
故
な
し　

笑
顔
の
鳥
取
県

【
運
動
の
重
点
】

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
と
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

問	

鳥
取
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
協
働

推
進
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

	

０
８
５
７-

21-

１
５
９
４

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

10
月
１
日
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
居
住
環
境
や
住
宅
性
能
、
土
地

の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の

結
果
は
、
居
住
環
境
の
改
善
、
耐
震
や
防
火

を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
策
定
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ

た
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
。

　

紙
の
調
査
票
の
ほ
か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問	

本
庁
舎
総
務
課

	

０
８
５
７-

20-

３
１
５
６

	

０
８
５
７-

20-

３
０
４
０

	
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

	
０
５
７
０-

78-

３
９
３
９

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
に
小
学
校
、
義
務
教
育
学

校
へ
入
学
す
る
児
童
（
平
成
24
年
４
月
２
日

～
平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
対
象
児
童
の
家
庭

に
は
、
10
月
上
旬
に
案
内
通
知
な
ど
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知
な
ど
を
持
っ
て
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
住
ま

い
の
校
区
以
外
の
会
場
で
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
通
知
が
届
い
た
後
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問	

第
二
庁
舎
学
校
保
健
給
食
課

	

０
８
５
７-

20-

３
３
７
６

	

０
８
５
７-

29-

０
８
２
４

ご
存
じ
で
す
か　
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル　

９
月
１
日
～
10
日
は
屋
外
広
告
物

適
正
化
旬
間
で
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、「
屋
外
広
告
物
適
正

化
旬
間
」
を
設
定
し
、
企
業
や
国
民
に
対
し

て
意
識
啓
発
を
図
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

鳥
取
市
も
、
良
好
な
景
観
の
形
成
と
公
衆
に

対
す
る
危
害
の
防
止
を
目
的
に
、
広
告
物
の

設
置
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
し
て
い
る
人
や
、
設

置
場
所
を
提
供
し
て
い
る
人
は
、
適
正
な
広

告
物
の
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問	

本
庁
舎
都
市
環
境
課

	

０
８
５
７-

20-

３
２
７
１

	

０
８
５
７-

20-

３
０
４
８

福　
　
祉

お
知
ら
せ

市・県民税の特別徴収
を推進します

　所得税を源泉徴収している給与支払者は、従
業員の市・県民税を特別徴収することが法律（地
方税法）で義務付けられており、原則としてパー
ト・アルバイトなどを含むすべての従業員から
特別徴収する必要があります。
　特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同じよう
に、給与支払者である事業主が、従業員に毎月
支払う給与から市・県民税を引き去り、納税義
務者である従業員に代わって課税した市町村に
納める制度です。
　鳥取県と県内の全市町村は、平成 30 年度から
原則すべての事業主を特別徴収義務者に指定し、
市・県民税の特別徴収の推進に取り組んでいます。
　なお、年の中途で採用された従業員の場合は、

「普通徴収から特別徴収への切替届出書」を提出
すると、特別徴収に変更ができます。従業員の
退職・転勤などにより給与の支払いがなくなっ
た場合は、「給与支払報告、特別徴収に係る給与
所得者異動届出書」を提出することになります。
　また、従業員が常時 10 人未満の事業所は、申
請により年 12 回の納期を年 2 回にすることも
できます。
　事業主のみなさんには、ご理解とご協力をお
願いいたします。
　詳細は本市公式ホームページをご覧いただく
か、市民税課までお問い合わせください。
問	駅南庁舎市民税課

	0857-20-3415  0857-20-3401

「消費税法の改正に対応した
軽減税率制度説明会」の開催

　消費税法の改正に伴い、平成 31 年 10 月から
実施される「消費税の軽減税率制度」の説明会。
と　き	 9月11・12日（火・水）11:10〜、15:10〜
ところ	 鳥取県東部庁舎 5 階講堂
定　員	 各 108 人
問	鳥取税務署法人課税第一部門

	0857-77-2274（直通）


